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44年度一般会計決算状況
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印刷三和印刷株式会社

人口のうごき (11月末)

世帯数 11.678 i止椴

男 22.679人

女 24.646人

(男) (女)

31人 27人

17 15 
50 70 
55 ~O 

人口

生
亡
入
出

出
死
転
転

年
度

重益
重右
主2
5王立
童三?

重量

三る三

市
の
収
入
や
支
出
の
状
況
な
ど
、
財
政
状
態
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
6
月

と
ロ
月
の
二
回
、
財
政
事
情
を
公
表
す
る
こ
と
に

50.968 

分区

z
r
u
 

計

般

ρ、
兵二、

特

会

計

男リ

入

区 分 !予r，r:知 収入額 l収入制合

市 531.985千p] 541，636千11.] 101.8% 
自動 車取得税 交付 会 14.500 21.346 147.2 
地方交付税 272，908 273，936 100.4 
交通安全対鍬特JJI]交付金 1，500 1.372 91.5 
分担金および負担金 97.341 66.145 68.0 
使用料および手数料 58.138 57.344 98.6 
国庫支 出金 350，703 358，835 102.3 
W~ 支 仕i 金 156.178 144.434 92.5 
日オ jlP 11兄 入 30.966 25.854 83.5 
符: 付 金 4.543 4.696 103.4 
k~民寸 j也 金 14.261 14.261 100.0 
諸 11又 入 47.703 45.691 95.8 
市 似 83，000 74.400 89.6 

合 計ー 1. 663.726 1.629.950 98.0 

歳

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
判
年
度
の
決
釘
の
状
況
と
、
何
年
度

上
半
期
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す。
額

千円

262.386 
196.806 
132.769 
108.212 
104.913 
24.346 
21.580 
14.073 
5.989 
4.611 
400 

876.085 

一般会計用途別支出

区 分 決算 額

投 資的 経費 691.43千9円
25・通建設事業 (514.913) 
災害復旧事業 (130.323) 
失業対策事業 (46.203) 

人 flニ 毛並 397.657 
告Ii 日}J 2を ハ寸合f 144.259 
公 i偵 主せ 130.696 
物 n v! 122.193 
扶 以j 1!1 78.554 
維持補修費 30.148 
投資および出資金貸付金 11.341 
繰 出 金 6.842 
租 立 金 18 

メlコ弘、 育「 1.613.147 

債

一金分|

市

土木債

教育債

総務債

減税補てん債

災害 債

転貸債

産業経済償

民生債

消防債

衛生債

労倒的

言l'

区

出

医 分 |予 算額| 支 出 額 | 支 出 割 合

議 会 担t 25.069千円 25.037千円 99.9% 
総 J労 1~ 241.779 235.003 97.2 
民 ~t 費 183.675 180.003 98.0 
許i 生 強 77.101 74.786 97.0 
~1 f動 fJt 46.554 46.203 99.2 
j長林水産業費 268.474 249，526 93.0 
正司 工 賀 23.225 22.862 98.4 
土 オi n 262.136 255，903 97.6 
消 li}j 賀 42.872 42.506 99.1 
教 =円由之 tt~ 213.305 211.260 99.0 
災出復旧費 136.264 130.323 95.6 
Y品三1、• n 133.284 130.877 98.2 
諸 〉一←ιー 出 金 9.488 8.858 93.4 
予 N!J 1~ 500 

合 1.663，726 1.613.147 97.0 

歳

投
資
的
経
費
が

何
パ
ー
セ
ン
ト

ー
お

も

な

事

業

|

一
般
会
計
の
歳
出
額
は
十
六
億

一

千
三
百
余
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
が

こ
の
う
ち
投
資
的
事
業
に
使
用
さ
れ

た
金
額
は
、
六
億
九
千
百
余
万
円
で

支
出
総
矧
の
四
二

・
九
析
を
丙
め
て

い
ま
す
。
用
途
別
の
支
出
額
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
判
年
度
中
に
行
な
っ
た
事

業
と
費
用
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

都
市
改
造
一
億
三
八
六
二
万
円

災

害

復

旧

一

億

三

O
三
二
万
円

上
野

方

小

新

築

五

一

一

二

万

円

失

業

対

策

四

六

二

O
万
円

林

道

開

設

四

O
六
四
万
円

道
路
新
設
改
良
二
八
一
七
万
円

イ責木

ぜ5ノ?、

{らに・

教

土

市
税
収
〈
の
均
訳

固定資産税

たぱz渇費税

電気方、ス貌

その他の貌じ

Eえ税市

民
業
柿
造
改
詳
二
一
二
八
万
円

態

免

道

路

撚

備

一

七

O
O万
円

什

只

小

新

築

一

六

五

O
万
円

大
沢
野
老
朽
た
め
池
補
強

一
三
六

0.万
円

一
三
三
七
万
円

一
三
三
二
万
円

一
三

O
O
万
円

一
一
五
八
万
円

一
O
九

一
万
円

一0
00
万
円

九
O
O
万
円

六
一
二
万
円

三
二
三
万
円

造
林

土
地
改
良

経
川
漁
港
修
築

土
地
区
画
整
理

農
道
務
的

畑
地
総
合
整
備

街
路
整
備

消
防
施
設
整
備

交
通
安
全
対
策

(45イド 9月末現在〉収計ム一品
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44年度会計別決算状 況

|歳入額 |歳出額|差引残額

| 千円| 千円| 千円

会計 11.629，95011.613.1471 16.803 

下水道事業 3.2221 3.2221 一

簡易水道事業 6291 4291 200 
(大海寺地区) 1 3.8071 3. 1181 689 
(鉢地区) 1 3321 2621 70 

国民健康|事業勘定 1274.5431 280，8841 ム6.341
保険事業 |直診勘定 8.3371 8.0541 283 

|農作物共済 47.7781 9.5571 38.216 
皮業共済 1="--WJ/":'l I ~ ， :~~ I ~'~~~ I 

|家畜 4，5271 4.0421 485 
事業[;:;: ~~:I ~;'~~ ~ I ~~'~=~ I 

業務 30.6681 30. 1051 563 

12，003刈川201

ム:z..

l..l.o ・ん

滅税楠マん債
/ol-，3・l。

務犠
/念、.2。ん

賛債

度年

Jr.亀内

5 4 

士

3 

期?

歳入

門
川
じ
収
入
滑
油
帆

円
l
u
予
算
額

歳出
同
州
凶

支
出
洛
額

門
川
U

予
算
額

2 

区 分|土 地|建 物

本 庁 舎
平方9〆.ー17ト4W 平方6メ.9ー2ト2W 

消 防施設 1.664 1.457 
その他行政施設 95.422 15.564 I 
学校関係 100.511 53.614 
公営住宅 80.885 22.014 I 
公 園

20 • 8 8 1 E684引一日8引! 一I
山 林 9.411 
貸 付 12.903 I 1. 
原 野 3.487 
そ の 他 18.460 I 3. 

計- 352，798104， 

マ
株
券
日
二
百
十
五
万
六
千
円

マ
社
的
券
H
七
百
四
十
九
万
五

千

円

マ

証

券

H
三
百
四
十
四
万
四
千
円

マ

築
堤
基
金
H

三
十
五
万
二
千
円

マ
出
摘
証
書

日
二
百
三
万
円

(45年9月末現在)市有財産
八
有
価
証
券

V

戴

蓮

収

入

自
堂
義
金

繰

越

詰

収

三
者土一
ふ
担
全
面
詰
金

前

横

山容

r侠
用
料
・
手
数
料

原
支
出
金

地
芳
夫
付
税

国
毒
支
出
金

布iffi 
1二

経
尺

議

会

黄

明

働

費

消

防

費

公

償

責

災
普
便
闘
し責桜

貝

主

水

民

生

泉
林
・
歪
安
賓

教

者

賞

総、

考与

金

45年度会計別収支状況

!日額|よ開山合hム額Hb
一 般 会 計 |1 Jl 723IJト2U3旦三

分区

マ・
・・
年
末
の

ご
み
集
め

は
、
ロ
月

初
日

(
水
)
ま
で
平
常
通
り
行
な
い

ま
す
。
年
末
で
も
あ
り
、
ご
み
は
早

め
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、

ご
み
は
雨
や
雪
で
ぬ
れ
ま

す
と
燃
え
に
く
く
な
る
の
で
、
必
ず

ポ
リ
容
器
や
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

ぴ
ん
類
な
ど
は

Mm
日

i

初
日
、
別
に
収
集
し
ま
ず
か
ら
区
別

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

1
月
の
ご

み
集
め
は

4
日
か
ら
行
な
い
ま
す
。

入

ご

み

集

め

貌

マ
・
・
・
市
役
所

の

一
般
事

以
刀
十
也
、

っ

乙

i
J
r
1
 

月
mu
日
(
火
)
か
ら

1
月

3
日
(
日
)

ま
で
休
み
ま
す
。

し
か
し
、
市
民
課
の
一
戸
籍
や
印
鉱

証
明
な
ど
の
窓
口
事
務
は
、
mu
日

(

火
)
と
初
日
(
水
)
の
二
日
間
、

平

常
通
り
仕
事
を
す
る
と
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

一
般
事
務

費

公

給

領

収

証

を 特別会計

下水道 36.1 

22.8 

27.8 

33.4 

(11.2) 

5.3 

28.0 

18.5 

28.9 

1.348 

179 

1.062 

111.974 

(10，787) 
3，063 

1，976 

5.748 

1，296 

43.0 

50.8 

64.5 

(76.9) 
86.0 

48.5 

66.3 

61.8 

37.9 

1.606 

399 

2，369 

2，8g4 

127，045 

(74.124) 
50，060 

3.430 

20，634 

3.731 

785 

3，674 

335，320 

(96.408) 
58，222 

31.117 

7，069 

4.666 

簡 易 水道

。大海寺地区

。鉢地区

農業共済

912作物助定

。\i~干'5 WJí主

。業務勘定

国民健康保険
マ
記
帳
が
簡
単
に

小
規
模
の
事
業
を
白

む
青
色
申
告
者
は
、
現

金

ω出
し
入
れ
を
記
帳

す
る
だ
け
で
も
よ
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
完
全
給
与
制
に

青
色
事
業
に
専
従
し

て
い
る
家
族
従
事
者
に

支
払
う
給
与
は
、
労
務

の
対
価
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
額
で
あ
れ
ば
、
そ
の

Aa--
傾
が
経

費
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

マ
青
色
申
告
の
申
請
は
早
め
に

新
た
に
青
色
申
告
を
さ
れ
る
人
は

記
帳
に
な
れ
る
た
め
に
も
、
い
ま
か

ら
申
請
書
を
税
務
署
へ
出
し
て
記
帳

さ
れ
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
署
へ
ど
う

ぞ
。

青色申告の

おすすめ一
一
九
番
は

火
災
、
救
急
用
の
電
話

一
一
九
番
は
、
火
災
や
救
急
事

故
な
ど
の
通
報
の
専
用
電
話
で
す

消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
電
話

は
2
1
0
2
9
5
番
へ
。

合
は
、
①
飲
食
居
(

大
衆
酒
場
、
す
し

屋
、
食
堂
な
ど
)
に

お
け
る
飲
食
や
休
憩

で
一
人
一
回
の
料
金

が
八
百
円
以
下
の
と
き
、
①
旅
館
で

は
、

一
人
一
泊
二
食
の
料
金
が

一
千

六
百
円
以
下
の
と
き
で
す
〆O

マ
:・
料
理
飲
食
等
消
費
税
は
、
遊
興

飲
食
料
金
の
一

O
折
、
山
川
泊
料
金
は

八
百
円
差
し
引
い
た
後
の
金
額
に

一

O
軒
の
税
が
か
か
り
ま
す
。

乙
の
税
は
、
県
の
重
要
な
財
源

の
一
つ
で
、
県
が
行
な
っ
て
い
る
い

ろ
い
ろ
の
功
業
に
使
わ
れ
て
い
ま

す。

受
け
と
り
ま
し
ょ

う

費

み
な
さ
ん
が
料
理
居
、
パ

l
、
キ

ャ
バ
レ
ー
、
飲
食
百
、
旅
館
な
ど
を

利
用
さ
れ
た
と
き
、

お
屈
の
経
世
者

は
公
給
側
収
・
証
を
お
渡
し
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
給
領
収
証
を
受
け
と
る
と
い
う

と
と
は
、
料
理
飲
食
等
消
費
税
を
納

め
た
し
る
し
で
あ
り
、
ま
た
、
支
払

っ
た
料
金
の
明
細
が
わ
か
り
、
会
計

が
明
朗
に
な
り
ま
す
。

マ
:・
公
給
領
収
証
を
交
付
し
な
い
場

費



(2) 

魚
津
市
の
水
道
事
業
は
、
地
方
公
合
法
の
迎
別

を
受
け
て
か
ら
三
年
目
の
決
釘
を
終
え
ま
し
た
。

他
人
ι
な
財
政
と
能
不
的
な
運
蛍
を
め
ざ
し
て
す
す

め
ら
れ
て
い
る
水
道
事
業
会
計
が
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
今
号
は
、
昭
和
何
年
4
月
か
ら
9

月
ま
で
の
概
況
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

45.12.15 (1:布11寺町;1FIJ) 

44 

年

度

決

算

-5百
位
万
円
の
純
利
益

きR

ま
ず
間
利
付
年
度
に
行
な
わ
れ
た

お
も
な
事
業
を
あ
げ
て
み
ま
す
と、

①
第
一
次
拡
長
引
業
で
計
画
さ
れ
て

い
る
市
道
住
吉
本
線
ほ
か
十
四
路
線

に
延
長
五
千
円
八
十
三
M
の

配
水
管
を
工
費
一
千
百
四
卜

三
万
九
千
円
で
古
川
設
。

①
耐
水
防
止
作
業
と
し
て
、

、

メ
ー
タ
ー
器
九
百
五
十
九
例

、

の
取
り
持
え
と
、
給
水
管
な

、

ど
五
円
六
十
九
個
所
の
修
理

『

を
行
な
い
ま
し
た
。

一

つ
ぎ
に
判
年
度
の
決
算
状

-

況
は
、
左
表
の
よ
う
に
な
り

/

ま
す
。
①
表
の
損
益
計
抗
を

/

み
ま
す
と
、
収
入
は
、
営
業

4

収
益
五
千
二
円
八
十
四
万
円
、
門
出
掛
一前

外
収
益
六
十
二
万
円
、
あ
わ
せ
て
五

千
三
一円
四
十
六
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す。

い
っ

ぽ
う
費
用
は
、
営
業
費
用

三
千
八
両
六
十
万
円
、
営
業
外
山
川
町

九
百
四
万
円
を
あ
わ
せ
四
千
七
一山
六

十
四
万
円
が
発
生
し
て
お
り
、
差
し

引
き
し
ま
す
と
、
五
百
八
十
二
万
円

の
純
利
読
を
生
じ
た
こ
と
に
な
り
ま

す。

?官房j蒙魚

-
剰
余
金
の
処
分

第 3種郵便物認可

44年 度損金主計算書

日業収疏

給 水 収 抗

受託工 事 収益

その他営業収抗

日業外収孤

受取利子

他 会 計縦入金

~~f~ 1[).( 主主
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E
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浄

給

司

ま

事

業

目

斗

扱

山

一
M
M
げ
工
係
的
減
鎗
引
ル
取
何
日

一
岱
司

1
-
ゾ
sJ'
ヌ
H
i
私
刑

一リリ

b
'W
託
倒
産
れ
外
ト
ト
i
J
1

度

一栄

オ

の

号

・

主

業

ー

利
一
削

原

配

受

総

減

資

そ

叫

す

A
1

哨

合

52，844，749
1'1 

44.920.332 
7.099，291 
825，126 
621，107 

128.517 
451，000 

41，590 

こ
の
よ
う
に
し
ま
す
と
、

判
年
度

末
処
分
利
益
剰
余
金
は
、
前
年
度
繰

越
金
三
十
万
円
と
今
年
度
純
利
益
五

百
八
十
二
万
円
の
合
計
六
百
十
二
万

円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
剰
余
金
は
、

減
似
積
立
金
に
五
十
万
円
、
建
設
改

良
積
立
金
に
、
四
百
八
十
一
万
円
あ

て
ら
れ
、
残
額
八
十
一
万
円
が
明4
年

度
へ
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た。

-
企
業
債

g
百
万
円
を
償
還

水
道
会
計
が
事
業
を
行
な
う
た
め

に
仙
り
入
れ
て
い
る
企
業
似
発
行
額

は
、
科
年
度
末
で
二
億

一
千
五
百
二

十
五
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
企
業
似
は
糾
年
度
に
は
、
九

円
三
十
四
万
円
を
償
還
し
て
お
り
、

5，825，766 
53，465，856 53，465，856 メL

Iコ

①安

金

金制

27，588，431fY 

27，588.431 
5，653，195 

191，004 
152.234 

44年度貸借対 照 表

金額

249，555，334内

こ
れ
ま
で
償
還
し
た
企
業
債
の
合
計

は
糾
年
度
を
含
め
て
七
千
問
百
十
万

円
に
な
り
、
ま
だ
償
還
し
て
い
な
い

も
の
が
一
応
四
千
百
十
四
万
円
も
あ

り
ま
す
。

-
有
収
率
は
M
A
M
h

な
が
る
有
収
水
量
率
は
五
三

・
八
軒

一

と
な
っ
て
い
ま
す
。
乙
れ
は
前
年
に

-

比
べ
八

・
こ
が
れ
ア

ッ
プ

し
て
い
ま

す
J
Oな

お
、
何
年
3
月
末
の
給
水
人
口

は
二
万
七
千
六
百
八
十
問
人
、
給
水

戸
数
五
千
三
百
七
十
六
一円
で
、
昨
年

に
く
ら
べ
人
口
で

一
千

二
百
十

六

-

人
、
戸
数
で
二
百
十
一

戸
そ
れ
ぞ
れ

ふ
え
て
い
ま
す
。

M
W

年

度

上

半

期

-
延
長
1
千
百
M
に

配
水
管
を
布
設

i
半
期
に
実
施
し
た
お
も
な
事
業

今
年
度
に
取
得
し
た
固
定
資
産
は
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
千
二
百
十
四
万
円
で
、
そ
の
内
訳

①
計
島
l
立
石
間
(
吉
島
市
日
住
宅

は
、
配
水
管
な
ど
の
構
築
物
が
一
千
か
ら
1
石
ま
で
の
市
道
)
延
長
五
百

百
四
十
九
万
円
、
母
水
器
お
よ
び
滅

三
十
五
M
に
U
径
百
ミリ
配
水
管
を
二

附
機
な
ど
の
機
械
や
装
置
が
五
十
九
百
十
二
万
円
で
布
設
。

万
円
、
工
只
器
ハ
(お
よ
び

備

品

五

①

市
道
丸
八
線

(
バ
レ
l

コ
l
卜
か

万
円
と
な
っ
て
い
ま

!
el
-

-
-

す
。

4

・

ま
た
、

当
年
度
の

4

減

価

償

却

額

は

九

百

，

六
十
七
万
円
で
、
償

却
額
の
総
額
は
二
千

七
百
五
十
八
万
円
、

乙
れ
で
年
度
末
の
償

却
末
済
高
は
、
二
俗

二
千
百
九
十
一
一
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

判
年
度
中
に
肥
水

池
か
ら
送
ら
れ
た
水

の
詰
は
、
二
円
三
十

八
万
立
方
M
、
こ
の

う
ち
家
庭
や
事
業
所

で
使
わ
れ
た
水
の
岳

は
、
百
二
十
八
万
立

方
M
で
、
・収
誌
に
つ

ヱ，!1iffiJlおよ びfis，'ft'，

無形固定資産
施設利用権
流動資産

現 金預金
米収金
貯蔵品
その他流動資産

申当

水
道
の
水
は
、
定
期
的
に
保
健

一
所
で
水
質
検
査
が
行
な
わ
れ
て
い

一
る
:
・
写
真

Jk進協}t寒波tjまli1 

非常に寒い口の朝は、水道~Jが凍
結し、 破裂する場合がよくあり ま

すo このよ うな被害は、 ち ょっとし

たくふうで防ぐことができます。

水道行がむき出しのととろは、布

切れやわら純などで十分に巻き、そ

の上にピニ ~lレのような防水材でお

おいます。

もし、給水位が出結した 場合 に

は、外側を布でおおい、

その上から熱湯をかけ

ますと溶けますが、直

接給水むを加熱します

と、 fZfが破裂など して

危険ですからど注むく

ださい。

ら
北
鬼
江
古
川
線
ま
で
)
延
長
二
百

七
十
五

M
に
口
径
百
戸
の
配
水
管
を

六
十
六
万
円
で
布
設
。

①
経
済
連
丸
八
線
(
北
鬼
江
川
開
丸
八

か
ら
市
道
丸
八
線
ま
で
)
延
長
五
十

討
に
口
径
百
ミ
リ
配
水
管
を
二
十
万
円

で
利
投
。

①
市
道
大
町
削
岸
線
、
新
町
五
号
線

(水
政
館
裏
通
り
)
延
長
二
百
三
十

M
に
口
径
七
十
五
ミリ
配
水
管
を
六
十

二
一刈
円
で
布
設
。

①
引
失
水
引
を
少
な
く
す
る
た
め
、

配
給
水
管
な
ど
の
漏
水
修
理
三
百
二

十

一
例
所
と
九
百
三
十
九
個
の
不
感

メ
ー
タ
ー
持
が
取
持
え
さ
れ
た
。

-
経
理
状
況

ト
平
期
の
却
益
収
支
は
、
①
表
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
収
益
は
水
道
料

な
ど
三
千
二
百
四
十
一
万
円
が
あ
り

こ
れ
に
対
し
賀
用
は
、
給
水
質
、
人

件
代
、
利
息
な
ど
二
千
三
百
三
十
八

が
川
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
と
れ
を

兆
し
引
き
し
ま
す
と
、
九
百
三
刀
円

の
純
利
益
を
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す。

い
っ
ぽ
う
貸
借
対
照
表
助
定

で

は
、
流
動
資
産
が
一
千
六
十
七
万
円

の
噌
加、

負
山

・
資
本
が
百
六
十
七

万
円
附
加
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
9

月
ょ
に
お
け
る
資
産
合
計
、
負
仙

・

資
本
合
計
は
そ
れ
ぞ
れ
二
似
五
千
二

目
八
十
二
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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一差

-
業
務
状
況

9
月
末
に
お
け
る
給
水
人
口
は
二

万
七
千
八
百
一

人
、
給
水
戸
数
五
千

四
百
四
十
戸
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま

た
、
上
半
期
の
総
配
水
誌
は
百
三
十

五
万
立
方
M
、
総
給
水
誌
は
七
十
六

万
立
方
M
、
有
収
水
円
以
率
は
五
七
析

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ζ

れ
は
昨
年
同

期
と
同
率
で
す
。

つ
ぎ
に
上
半
期
に
お
け
る
一
人
一

日
あ
た
り
の
給
水
虫
を
み
ま
す
と
、

百
五
十
三
協
と
な
り
、
昨
年
同
期
と

く
ら
べ
ま
す
と
十
四
泌
ふ
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
二
立
方
M
あ
た
り
の
販

売
価
格
は
三
十
四
円
六
十
四
銭
で
昨

年
周
期
よ
り
十
六
銭
安
く
な
っ
て
い

ま
す
。
い
っ

ぽ
う
給
水
原
価
は
二
十

七
円
四
十
九
銭
で
昨
年
同
期
よ
り
一

円
九
銭
安
く
な

っ
て
い
ま
す
。
と
れ

は
諸
経
費
の
節
約
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
販
売
価
格
と
給
水
原

価
の
差
額
が
七
円
十
五
銭
と
な
り
、

ζ

れ
が
純
利
誌
と
な

っ
て
い
ま
す
。

積雪期の検針

水道局では、水道を使用されてい

ると家凶のメーク{探検針を毎月行

な っています。 しかしこれから雪が

降りますと、メ ーター器の上に雪が

積もり 、検針できないととがありま

す。 乙の場合には、そのご家庭の前

月分の使用品により 、料金を納めて

いただき、 後日検針できたときに、

過不足を精訴することにしています

のでご協力願います。

年

賀

状

は辺

日

ま

で

に

作
賀
状
の
受
げ
付
け
が
ロ
月
日
日

か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
年
賀
状
は
見

目
一に
届
く
よ
う
早
め
に
書
い
て
、
幻

自
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
番
号
を
お
忘
れ
な
く

ハ
ツ
キ
リ
お
書
き
く
だ
さ
い
。
年
賀

状
に
郵
便
番
号
を
書
い
て
い
た
だ
く

と
即
時
国
府
県
名
が
省
略
で
き
ま
す
。

郵
便
局
で
初
貯
金
の

取

り

扱

魚
津
市
内
の
各
郵
便
局
で
は
、

1

月
4
日
か
ら
6
日
ま
で
の
三
日
間
、

縁
起
の
よ
い
初
貯
金
の
取
扱
い
を
し

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
期
間
中

の
預
金
者
に
は
も
れ
な
く
お
年
玉
が

進
川
さ
れ
ま
す
。

竹
用
途
地
、域
、町議
は

準
工
業
・
工
業
地
域

前
号
に
ひ
き
つ
づ
き
、
今
回
は
準

工
業
地
域
と
工
業
地
域
に
つ
い
て
お

し
ら
せ
し
ま
す
。

八
準
工
業
地
域
V

唯
工
業
地
域
は
、
工
業
規
模
の
制

限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
金
属

の
熔
融
、
肥
料
の
製
造
、
製
紙
、
金

属
の
圧
延
な
ど
、
衛
生
上
有
害
、
騒

音
、
反
動
の
と
く
に
激
し
い
工
場
の

建
築
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
工

業

地

域

V

乙
の
地
域
は
工
場
な
ら
何
で
も
建

て
ら
れ
ま
す
。
た
だ
学
校
、
病
院
、

劇
場
、
映
画
館
、
料
理
問
、
旅
館
な

ど
は
、
比
較
的
放
地
が
広
く
、
用
地

を
必
安
と
し
ま
す
の
で
、
用
途
の
う

え
で
利
主
が
反
す
る
の
で
建
築
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

税同

固定負債

減価償却引当金
流動負債

未払
前受金
その他流動負似[ 5.309，957 
資本金 [ 219，567，608 
自己資本金[ 78，419，298 
借 入 資本金1141 . 148， 31 0 
剰余金 1 16，937.813 
資本剰余金 1 5，309，000 
受贈財産汗価額1 1.309，000
工事 負 担 金1 4，000，000 

利益剰余金 1 11. 628 ， 813 
減偵積立金 500，000
~設改良積立金1 5，000，000 
繰越利益刺余金 303.047

11当年度純利抗1 5.825，766
資産合 計 1269，747，04711負債・資本合計 1269.747，047
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率
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昨
工
業
、
工
業
地
域
の
述
べ
い
率

は
次
の
よ
う
に
な
り
、
辿
べ
い
本
以

上
は
建
築
許
可
に
な
り
ま
せ
ん
。
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八
建
物
の
高
さ
制
限
V

昨
工
業
、
工
業
地
域
と
も
、
日
さ

一ニ
1
1
一
M
を
超
え
る
も
の
は
建
て
ら

れ
ま
せ
ん
。

と
の
用
途
地
域
の
く
わ
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
市
役
所
建
設
課
竹
山

係
に
お
問
い
合
わ
せ
で
く
だ
さ
い
。

沼
話
は

ω
2
2
0
0
務
、
内
線
2
7

3
で
す
。

し¥

魚

津

駅

の

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

金
沢
鉄
道
位
理
局
で
は
、
冬
期
間
、

列
車
遅
延
情
報
係
を
お
い
て
、

雪
害

時
に
お
け
る
国
鉄
列
車
の
遅
れ

や

輸
送
手
配
、
的
確
な
情
報
の
は
援
と

利
用
者
へ
の
案
内
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
。

ζ

の
係
員
が
魚
津
駅
に
も
問

問
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

魚
津
駅
で
は
、
ロ
月
間
日
か
ら
2

月
叩
日
ま
で
午
前
9
時
泊
分
i
午
後

5
時
叩
分
ま
で
の
閥
、

専
任
の
係
員

を
配
置
し
て
、
情
報
活
動
を
行
な
う

乙
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
電
話
も

代
表
制
な
が
ら
二
回
線
ふ
や
し
、

テ

レ
フ

ォ
ン
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
も
強
佑

さ
れ
、
一
般
の
お
問
い
合
わ
せ
に
、

早
く
応
答
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た。
ま
た
、
混
雑
の
い
ち
じ
る
し
い
と

き
は
、
学
校
や
通
勤
者
の
多
い
事
務

所
な
ど
に
も
情
報
を
促
供
す
る
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

魚
津
駅
の
テ
レ
フ

ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

の
氾
話
番
号
は、

2
日
1
4
5
5
寄

で
す
。

暖
か
い
冬
を
お
過
ご
し

て
い
た
だ
く
た

め
に
:・

ー
北
電
か
ら
お
願
い
l

兆
陸
沼
力
で
は
、
こ
と
し
の
冬
も

別
る
く
あ
た
た
く
お
過
ご
し
い
た
だ

く
た
め
、
配
電
線
の
パ
ト
ロ

l
y
や

樹
木
の
伐
採
な
ど
、
故
隙
防
止
に
努

刀
し
て
い
ま
す
。

乙
れ
か
ら
降

.2
期
を
迎
え
ま
す
が

次
の
よ
う
な
場
合
は
危
険
で
す
か

ら
、
発
見
さ
れ
た
ら
北
陀
句
点
魚
作

営
業
所

(
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へ
と

連
絡
願
い
ま
す
。

・
白
線
が
切
れ
て
た
れ
さ
が
っ
て
い
る

と
き

・
ア
ン
テ
ナ
が
折
れ
、
氾
似
に
陪
触
し

て
い
る
と
き

・
竹
な
ど
が
む
紋
に
政
触
し
て
い
る
と

き
心
身
障
何
者
扶
持
共
済
制
度
は
、

何
年
4
月
か
ら
発
川
し
、
以
則
と
し

て
凶
十
五
歳
以
上
の
人
は
加
入
で
き

な
い
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
何
年
1
月
初
日
ま
で
に
申
し
込

め
ば
、
四
十
五
歳
以
上
六
十
五
政
氷

尚
の
人
で
も
加
入
す
る
と
と
が
で
き

ま
す
。
乙
の
年
齢
で
、
心
身
附
山
山
者

を
扶
益
さ
れ
て
い
て
、
加
入
希
望
が

あ
れ
ば
、
お
早
く
市
社
会
福
祉
羽
務

所
へ
お
附
し
込
み
く
だ
さ
い
。

心
身
障
者
扶
養
共
済
制
位

い
ま
な
ら
桁

iuw歳
の
人

で
も
加
入
で
き
る


